
 

 

第３次伊勢市総合計画・後期基本計画（案）の 

パブリックコメント実施結果について 

 

 

１　パブリックコメント実施の概要 

（１）意見募集した案件 

　  第３次伊勢市総合計画・後期基本計画（案） 

 

（２）意見募集方法 

　　　市公報、市ホームページ、市広報紙、市行政チャンネル文字放送、市公式 LINE で周知し、

計画（案）をホームページに掲載するとともに、次の場所に備え置き閲覧に供した。 

 

（３）計画（案）の閲覧場所（19 箇所） 

・市役所（本館１階市民ホール、企画調整課、総務課） 

・総合支所生活福祉課（二見、小俣、御薗） 

・支所（神社、大湊、浜郷、宮本、豊浜、北浜、城田、四郷、沼木） 

・市立図書館（伊勢、小俣） 

・生涯学習センター（いせトピア、二見） 

 

（４）意見提出の対象者 

市内に在住、通勤又は通学されている人など 

 

（５）意見募集の期間 

令和８年２月 26日（木）～令和８年３月 26日（木） 

 

２　意見募集の結果 

　・意見数 35件（意見人数 15 人） 

　　　内訳：オンライン 24件（10人）、直接持参 10 件（4人）、ＦＡＸ１件（１人） 
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No 課題・分野 頁 意見内容 市の考え方
修正の
有無

1 Ⅰ 基本的事項 3

本計画に統合・包含する計画につい
て
「人口減少の克服」という表現は人
口が減少することがあたかも悪いこ
とで人口減少を食い止めるという意
味で克服ということばを使っている
印象をあたえます。今日の人口減少
は地球環境における自然の摂理であ
り継続的な生命の繁栄のために望ま
しいことであると受け止め、それを
前提に私たちの社会をどう作って行
くか考えることがすべての人類に課
せられた課題であると認識しなけれ
ばなりません。

「人口減少の克服」という表現に
つきましては、本計画を国の「ま
ち・ひと・しごと創生法」に基づく
「市町村まち・ひと・しごと創生総
合戦略」として位置づけていること
から、国の掲げる政策目的の趣旨に
沿って記載したものです。

本市といたしましては、人口減少
そのものを抑制することのみを目的
とするのではなく、人口減少に伴っ
て生じる様々な地域課題を乗り越
え、持続可能な地域社会を形成して
いくという意味合いを込めておりま
す。

いただいたご意見は、今後の施策
展開における課題認識として受け止
めさせていただきます。

無

2 Ⅱ 取組方針 5

取組方針について
「伊勢が持つ魅力」について、伊勢
市という「伊勢」を名乗る行政体が
考える伊勢は当然に「伊勢市」を指
すと思って記述して居られることと
思います。しかしながら、伊勢は桑
名から柏崎まで広い地域の名称とし
て親しまれ、多くの県民が「伊勢」
に愛着を持っていることに深甚な敬
意を表し、伊勢市地域に局限した意
味においてたんに「伊勢」と表現す
ることには極めて慎重でなければな
りません。(以後、複数個所の「伊
勢市」への書き換えを求めます。)

ご指摘のとおり、「伊勢」という
名称は古くから広域的な地域を指す
言葉として、市内外の多くの方々が
深い愛着を持っておられます。本市
といたしましても、その歴史的な重
みや広がりについては十分に認識し
ております。

その上で、本計画におきまして
は、市民の皆様に親しみを持って計
画を読んでいただくための表現とし
て、伊勢市を指す言葉として「伊
勢」と表記している箇所がございま
す。

いただいたご意見は、今後のまち
づくりを進める上で重要な認識とし
て受け止めさせていただきます。

無

3

Ⅳ 創生戦略
創生戦略1 未来を支
える人づくり
施策2 教育環境の充
実

Ⅴ 分野別計画
分野7 都市基盤
施策3 交通

12

132

市内の過疎地域に住む高校生が自ら
学校に通えるよう、検討してほし
い。例として、バスの運行が少な
く、駅が遠い沼木地区。市内の高校
や他市町村の高校に自ら通うのは困
難な環境である。自らがいきたいと
思える学校にいけるための交通手段
の支援や助成金をお願いしたい。

バスの運行本数が限られる中で
も、通学で利用しやすいダイヤ設定
や使いやすい定期券制度・内容な
ど、通いたい学校に通えるような地
域交通の確保・構築の検討を進めて
まいります。

無

第３次伊勢市総合計画 後期基本計画（案)　パブリックコメント意見に対する考え方について
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No 課題・分野 頁 意見内容 市の考え方
修正の
有無

4

Ⅳ 創生戦略
創生戦略2 まちの躍
動・輝きづくり
前文
施策1 文化力の向上

21

まちの躍動・輝きづくりについて
「本市固有の文化」というくくりが
抽象的で概念があいまいです。現在
の伊勢市は宇治・山田だけではな
く、合併を繰返し広い地域を含みま
す。地域ごとに歴史がありそれぞれ
に固有の文化がありそれぞれに誇り
があることを、現在の行政区域の都
合から一方的に単純化するようなこ
とがあってはなりません。反対に、
伊勢市成立以前の宇治山田市の時代
あるいはもっと古くから伊勢の名で
呼ばれていた文化を本市固有だと矮
小化することも避けるべきです。

ご指摘のとおり、現在の伊勢市は
合併を経て形成されており、宇治・
山田地域だけでなく、それぞれの地
域に、先人たちが守り育ててきた固
有の歴史や文化、そして誇りがあり
ます。また、「伊勢」という名称が
持つ広域的な広がりについても、本
市として十分に認識しております。

計画案に記載しております「本市
固有の文化」という表現につきまし
ては、宇治・山田等の特定地域の文
化のみを指すものではなく、現在の
伊勢市を構成する各地域が持つ多様
な歴史・文化・伝統を総称したもの
として記載しております。

いただいたご意見は、今後の文化
行政やまちづくりを進める上で、各
地域の多様性を尊重する重要な視点
として、受け止めさせていただきま
す。

無

5

Ⅳ 創生戦略
創生戦略2 まちの躍
動・輝きづくり
施策1 文化力の向上

Ⅴ 分野別計画
分野1 自治・人権・
文化
施策5 文化

21

54

・アーティスト・イン・レジデンス
制度の創設：市内の空き家・空き店
舗をガラス作家や工芸作家の制作拠
点として優遇賃貸する「伊勢アート
リジデンス」制度を設ける。家賃補
助や設備投資補助（ガラス窯・工房
整備費等）を市が一部負担する。
・地元作家認定制度（伊勢クラフト
マーク）：一定期間市内で制作活動
を行う作家に「伊勢クラフト認定作
家」の称号を付与し、市の観光施
設・おかげ横丁周辺エリアでの販
売・展示において出店料の減免・優
先枠の設定を行う。
・公共施設への作品設置義務化：市
が整備・改修する公共施設におい
て、内外装の一部に認定作家の作品
（ガラスパネル・照明・タイルアー
ト等）を採用することを方針として
明記する。

市内で活動する作家の制作拠点の
確保や販路支援を通じて、地元アー
ティストの定住・定着を図るという
ご提案の趣旨は、文化芸術の担い手
を育てるという観点から、その方向
性は理解できるものです。

いただいたご意見は、今後の事業
を検討していく上での参考とさせて
いただきます。

無
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No 課題・分野 頁 意見内容 市の考え方
修正の
有無

6

Ⅳ 創生戦略
創生戦略2 まちの躍
動・輝きづくり
施策1 文化力の向上

Ⅴ 分野別計画
分野1 自治・人権・
文化
施策5 文化

21

54

音楽・芸術が日常にあふれるまちの
環境整備
・「地域の誇りをつなぐまち」とい
う基本理念のもと、音楽や芸術を市
民の日常に組み込む施策を提案しま
す。
・ストリートミュージック公認制度
の導入：おはらい町・河崎地区・伊
勢市駅前エリア等に**公認演奏ス
ポット（バスキングゾーン）**を設
け、地元アーティスト・学生バンド
等が定期的に演奏できる仕組みをつ
くる。地元登録アーティストを優先
的に割り当てる。
・「伊勢音楽月間」の制定：神宮ゆ
かりの雅楽・神楽などの伝統音楽
と、現代音楽・ジャズ・ポップスが
融合するフェスティバルを毎年開催
し、地元出演者比率を過半数以上と
するルールを設ける。
・アートストリート化事業：市内の
老朽シャッター商店街・通学路等の
壁面を、地元アーティストへの制作
委託によるウォールアートで彩る。
制作費は市が助成し、地域住民と作
家が協働するワークショップ形式を
採用する。

音楽・芸術が日常にあふれるまち
づくりを通じて、市民が身近に文化
芸術に触れる機会を広げるというご
提案の趣旨は、本市が目指す文化芸
術振興の方向性と合致するものとし
て受け止めています。

いただいたご意見は、今後の事業
を検討していく上での参考とさせて
いただきます。

無

7

Ⅳ 創生戦略
創生戦略2 まちの躍
動・輝きづくり
施策1 文化力の向上

Ⅴ 分野別計画
分野1 自治・人権・
文化
施策5 文化

21

54

次世代アーティスト育成と教育の連
携 （関連分野：第2章 教育）
・学校での地元作家派遣プログラ
ム：市内小中学校に認定作家（作
家・陶芸家・音楽家等）を年間複数
回派遣し、体験授業を実施。子ども
たちが地域の文化的誇りを体感でき
る機会をつくる。
・若手アーティスト奨励金制度：市
内在住・在学のアーティストを対象
に、制作活動・発表活動への奨励金
制度を設け、伊勢を拠点に活動する
若手の定住・定着を図る。

市では、次世代のための文化芸術
推進事業として、小中学生を対象と
する文化体験講座を実施していま
す。ご提案いただいた内容も参考に
今後の講座内容について検討してい
きたいと考えます。

市内在住・在学の若手アーティス
トの制作・発表活動を支援し、伊勢
を拠点とした定住・定着を促進する
というご提案の趣旨は、人口減少・
若者流出が課題となる本市におい
て、文化芸術の担い手を育成・確保
するという観点から、重要な視点で
あると受け止めています。いただい
たご意見は今後の事業検討における
参考とさせていただきます。

無

8

Ⅳ 創生戦略
創生戦略2 まちの躍
動・輝きづくり
施策1 文化力の向上

Ⅴ 分野別計画
分野1 自治・人権・
文化
施策5 文化

21

54

観光・産業との連携による持続可能
な文化経済圏の形成 （関連分野：
第6章 産業・経済、第7章 都市基
盤）
・「芸術街道」構想：作家・工芸作
家のアトリエを結ぶ観光ルートを設
定し、市の観光案内・デジタルマッ
プに掲載。「見て・体験して・買え
る」工房ツーリズムとして国内外に
発信する。
・マルシェ・アートイベントへの公
有地提供：市有地・公園を活用した
アートマルシェを定期開催し、地元
アーティストへの出展枠を一般事業
者より低コストで提供する優遇枠を
明示的に設ける。

文化芸術を観光施策や公園施設運
営との連携を通じてまちづくりにつ
なげるという視点は、分野横断によ
る「まちの躍動・輝きづくり」の施
策展開の考え方と合致するものと認
識しています。

総合計画においては、具体的な事
業手法の記載は行いませんが、分野
横断による文化芸術の振興を図る視
点は、今後の個別施策や事業検討に
おいて重要な視点として参考とさせ
ていただきます。

無

4



No 課題・分野 頁 意見内容 市の考え方
修正の
有無

9

Ⅳ 創生戦略
創生戦略2 まちの躍
動・輝きづくり
施策1 文化力の向上

Ⅴ 分野別計画
分野1 自治・人権・
文化
施策5 文化

21

54

第3次伊勢市総合計画の基本構想は
「つながりが誇りと安らぎを育む
魅力創造都市 伊勢」を将来像と
し、「地域の誇りをつなぐまち」を
基本理念の一つに掲げています。作
家・地元アーティストの定住・活躍
を支える制度と、音楽・芸術が日常
にあふれる環境整備は、この将来像
を体現する最も具体的な手立ての一
つです。後期基本計画（令和8〜11
年度）において、上記施策を産業・
経済・教育・都市基盤の各分野に横
断的に位置づけることを強く希望し
ます。

文化芸術を産業・経済、教育、都
市基盤などと関連づける視点は、本
計画の創生戦略における施策展開の
考え方と合致するものと認識してい
ます。

分野別計画においても、教育分野
での伝統や文化への関心の醸成、産
業・経済分野における観光地の魅力
向上、都市基盤分野における景観形
成の促進など、各分野に文化に関す
る取り組みを位置づけています。

総合計画では具体的な事業手法は
示していませんが、こうした視点に
ついては、今後の個別施策や事業検
討において活かしてまいります。

無

10

Ⅳ 創生戦略
創生戦略2 まちの躍
動・輝きづくり
施策2 観光による賑
わいづくり

Ⅴ 分野別計画
分野6 産業・経済
施策3 観光

22

117

伊勢市駅周辺についてです。
情報発進等で年々観光客は増加傾向
で、伊勢は観光で経済利益が大きい
と思っており、集客に対して発進を
しているのは大変良いことですが、
肝心な受入体制が整備されていない
と感じます。
伊勢市駅周辺もホテルも建設されつ
つあり、遷宮もあり今後更に宿泊消
費も増えると思ってます。
その中で、大型連休以外の連休でも
常に飲食店には長い行列が出来てい
る所もあり、夕食時は観光客もです
が市民も予約しないとどこの店も入
れず、ちょっと外食しようかと気軽
に行けず夕食難民になっています。
他県の商店街の視察も行っているか
と思いますので、駅前商店街の活性
化を含め、市民だけでなく観光客も
足をとめていただけるような店舗の
整備が必要と思います。

「Ⅴ分野別計画」の分野６「産
業・経済」施策２「商工業」【取組
の方向性】「6-2-3.商店街等の振
興」に記載のとおり、市民や観光客
が集まる活気のある商店街となるよ
う、商店街を歩きたくなるような居
心地の良い空間づくりに取り組みま
す。

また、「Ⅴ分野別計画」の分野６
「産業・経済」施策３「観光」【取
組の方向性】「6-3-1.「伊勢の物語
性」の継承と展開」に記載のとお
り、食を含めたさまざまな市内の地
域資源を磨き上げ、新たな観光コン
テンツの創出につなげていきます。

無

5



No 課題・分野 頁 意見内容 市の考え方
修正の
有無

分野別計画（概要版）について
分野１・２・４・６（地域発展に関
連）
【発展要項】
〔地域〕
・商業の発展と促進／民営と公営の
循環
・施設のデザイン性（建築デザイ
ナーの起用と交流導線）公共施設の
開放と定着
・介護施設（高齢者）と学校（学
生）に地域事業者（個人可）の介入
（収益性）できる環境整備
・いろんな考え方に触れる機会（事
業者との交流機会／多様文化の海外
客の流入経路）

本計画は、施策の基本的な方針等
を示すものであるため、いただいた
具体的な事業手法や内容等に関する
記載の追加等は行いませんが、今後
の個別計画の策定や具体的な事業展
開における参考とさせていただきま
す。

11

Ⅴ 分野別計画
分野1 自治・人権・
文化
分野2 教育
分野4 医療・健康・
福祉
分野6 産業・経済

47～

〔観光〕
（地域▶国内観光▶インバウンド／イ
ンバウンド▶国内▶地域）
・世界観の統一（関西／関東圏のよ
うに近隣県がないため）と文化継承
事業者の斡旋
・ウェルネス志向の浸透
・日本から世界の心の故郷に、地域
全体を体験型リトリートのパッケー
ジ化
（インドのアーユルヴェーダ的な／
長期滞在する目的）
・住民の日本文化の体験機会と継承
で現代版に昇華（観光発展と地域交
流機会）
・AIと機器の共有とDX活用（AR・VR
やLuup電動バイクの貸し出し）
・祭りやイベントの多様化・軽化と
LIVE中継（市営LINEで疑似体験）

無

〔企業〕
・ DX 化 促 進 （ CMS 活 用 と LINE
（Saas）構築・商品の再設計）
・ターゲットごとのオンラインコ
ミュニティ（地域商店／全国展開／
海外輸出）
・企業間の委託・協業の斡旋
・エネルギー・インフラ事業への投
資斡旋（太陽光と蓄電池）

6



No 課題・分野 頁 意見内容 市の考え方
修正の
有無

12

Ⅴ 分野別計画
分野1 自治・人権・
文化
施策1 地域コミュニ
ティ

49

地域コミュニティについて
「「公助」の限界」という新自由主
義的な表現がこのような公共の文書
で公然と表現されていることに驚愕
を覚えます。何事にも限界があるこ
とは当然ではありますが、人類の平
和な共存繁栄のために、理念を忘れ
努力を放棄するような線引きを思考
停止のように記述することがあって
はなりません。

市民の安全を守る上で、「公助」
は市が果たすべき重要な責務である
と認識しています。その一方で、過
去の大規模災害の教訓から、発災直
後には行政の支援が迅速に行き届か
ないおそれがあります。

このような状況下においては、公
助とともに、日頃からの地域社会の
結びつきを基盤とした住民同士の助
け合いとしての「共助」が欠かせま
せん。防災の観点からも地域コミュ
ニティの重要性を共有し、いざとい
う時に命と暮らしを守る共助の重要
性をお伝えする意図で記載したもの
として、ご理解いただければ幸いで
す。

以上のことから、計画の修正は行
わないこととします。

無

13

Ⅴ 分野別計画
分野1 自治・人権・
文化
施策5 文化

54

‛文化・芸術の振興’の表現ですが
文化とは生活そのものであって市民
生活全体のありようではないかと思
いますがどうですか。
背景の6について、小中学生の文化
体験講座・この講座・体験とは幅が
広くあって鑑賞も身体的体験も学習
講座もあろうかと思うがどのように
考えているのか、一口に全体を含む
ということになるとつかみどころが
ないと思う。生涯学習センター等の
体験型の文化？芸術？の活動がある
としてもそれらが市民との関係性が
低いのではなかろうかと感じる。お
木曳行事については各団々のあり様
があってそれがそれぞれの文化と
なっているのではないか、一般論の
お木曳行事は文化庁の書籍で学ぶこ
とですか。

「文化とは生活そのもの」という
ご意見について、本市としても、市
民の日常的な営みや、お木曳行事に
おける各団の特長など、地域に根ざ
した活動や伝統が、本市の重要な文
化であると認識しております。

計画案に掲げる「小中学生の文化
体験講座」につきましては、鑑賞・
実技・芸能体験など多様な形態を含
むものとして実施しており、次代を
担う子どもたちが、郷土の歴史や伝
統文化、優れた芸術に直接触れ、体
験する機会を創出することで、郷土
への愛着や誇りを育むことを目的と
して取り組むものです。

また、生涯学習センター等におけ
る各種講座につきましては、文化・
芸術の振興を直接の目的とするもの
ではなく、市民の皆様に生涯を通じ
た多様な学習機会を提供し、学習環
境の充実を図る「社会教育」の一環
として実施しております。

いただいたご意見は、本市におけ
る文化のあり方や、今後の施策・事
業を展開していく上での重要な視点
として受け止めさせていただきま
す。

無

7



No 課題・分野 頁 意見内容 市の考え方
修正の
有無
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Ⅴ 分野別計画
分野1 自治・人権・
文化
施策5 文化

54

文化について
「郷土愛を醸成」国際社会では、
ヨーロッパを中心に発達した「国」
の概念をなりたちの異なる地域民族
にまで押し広げ軋轢を作ってきまし
た。国という固定した概念に馴染ま
ない民族や習俗は数多く、愛する対
象も様々です。日本の地方行政にお
いても行政区域と地域意識に乖離が
あることは自明で、何を郷土と感じ
何を愛するかは個人の自由意思で
す。郷土愛を漠然とした表現で当然
としてはなりません。
「伊勢らしい文化・芸術」伊勢市の
行政当局が市民の文化・芸術の振興
を考えるとき「伊勢らしい」という
判断は必要ですか。伊勢市では伊勢
らしい文化や芸術がいかに伊勢らし
いかを競って評価されるのでしょう
か。何が伊勢らしいのでしょうか。
かつてあったようなその音楽は革命
的かどうかなどと同じような愚か
さ・滑稽さを感じます。少し考えれ
ばわかることを、考えもしないで無
批判に記述するのはやめてくださ
い。

「郷土愛」の意味・範囲は個人に
よって異なるという慎重なご意見と
して、真摯に受け止めています。本
計画における「郷土愛を醸成」とい
う表現は、市民一人ひとりが伊勢市
の自然・文化・歴史への理解を深め
る中で、地域への愛着を自然に育ん
でいくことを期待する趣旨であり、
特定の価値観を強制するものではあ
りません。多様な価値観を前提とし
た表現としてご理解いただければ幸
いです。

「伊勢らしい」という表現が価値
判断や序列化につながりかねないと
いうご指摘は、重要な問題提起とし
て受け止めています。本計画におけ
るこの表現は、市内各地の地域資源
と結びついた文化芸術活動を大切に
する趣旨で用いているものであり、
行政が特定の文化・芸術を評価・選
別する意図はなく、多様な文化芸術
活動を幅広く支援するという立場に
変わりはありません。

無

15

Ⅴ 分野別計画
分野1 自治・人権・
文化
施策5 文化

55

「将来」という言葉の使い方につい
て
11行目に「将来を担う子どもたちに
対して文化芸術に触れる機会を提供
…」、62ページには「伊勢市の将来
を担う人材の育成…」と最終行にあ
ります。後者は「地域」「郷土」と
いう言葉から「伊勢市の将来を担
う」ということで良いと思いますが
前者についても「（伊勢市の）将来
を担う」と意味でしょうか。そうで
はなくてもっと広い意味で「過去」
や「現在」と比べて使っているので
あれば「将来」より「未来」が良い
と思います。

本計画における「将来を担う子ど
もたち」の「将来」は、62ページの
「伊勢市の将来を担う人材の育成」
と同様に、伊勢市のまちの将来を担
うという意味で用いており、表現の
意図は両箇所において一致していま
す。

また、本計画は伊勢市のまちづく
りの方向性を示す行政計画であるこ
とから、「将来像」「将来を担う」
など市政・まちづくりの文脈におけ
る将来という用語を一貫して使用し
ており、「将来」の表記は適切であ
ると考えています。

以上のことから、計画の修正は行
わないこととします。

無
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Ⅴ 分野別計画
分野1 自治・人権・
文化
施策5 文化

55

文化への「取り組の方向性」につい
て
1-5-2．文化芸術活動の促進
掲げられた3項目の推進は素晴らし
い事と実感致します。

ご意見ありがとうございます。今
後もなお一層文化芸術活動の促進に
取り組んでまいります。

無

8



No 課題・分野 頁 意見内容 市の考え方
修正の
有無

17
Ⅴ 分野別計画
分野2 教育
施策1 学校教育

63

「2-1-1」について
1,2も3,5,6の項もいずれも主体が
「子どもたち」であるのなら、
3,5,6の項の「子どもたちが」は省
いても良いと思います。
4の項についても「教員のICT活用力
向上に取り組むことでICT機器を効
果的に…」とすれば良いと思いま
す。
また、7つめの「幼児教育の…」は
「2-1-3」へ移項すると良いと思い
ます。理由は、就学前から小学1年
生への円滑な接続が安心して学習に
取り組む教育環境づくりに直結する
と思うからです。

3,5,6の項につきまして、ご指摘
のとおり修正します。

4の項につきましては、「教員の
活用力向上」と「ICT環境の整備」
を、並行して推進するという市の姿
勢を示すため、原案の表現を維持さ
せていただきます。

7の項につきまして、幼児教育か
ら小学校教育への円滑な接続につい
ては、「学力等の向上」と、「安心
安全な教育環境づくり」の２つの目
的があり、どちらも重要なものであ
ると考えております。今回の計画上
では、学力等の向上という側面に比
較的重きを置いて2-1-1での記載と
しますが、ご指摘いただいた点につ
いても同時並行で取り組んでまいり
ます。

有

18
Ⅴ 分野別計画
分野2 教育
施策1 学校教育

63

「2-1-2」について
「豊かな心の育成」には「子どもの
読書活動の推進に関する法律」にも
あるように「読書活動」が「他者と
のふれあい」や「音楽・美術など芸
術に接すること」などと共に大切な
ことだと思います。
学校教育において読書活動が推進さ
れていくよう取り組んでいることを
記載してはいかがでしょうか。

ご意見のとおり、読書活動は子ど
もたちの豊かな心の育成につながる
大切な取り組みであり、学力形成の
基盤となるものと認識しておりま
す。

本計画では、こうした観点から、
2-1-1において読書習慣の形成を位
置づけており、読書活動の充実に取
り組んでまいります。

無

19
Ⅴ 分野別計画
分野2 教育
施策1 学校教育

63

「2-1-3.安全で安心な教育環境づく
り」について
推進方針にある「誰一人取り残さな
い教育」に基づいて、ひとつめの項
はよく理解できます。加えて、「伊
勢市子ども読書活動推進計画」の10
ページにある「すべての子どもに対
する配慮」の内容や、小中学校、就
学前施設における子どもたちや保護
者に対する支援の充実について記載
されてはいかがでしょうか。（特別
支援や教育相談）（インクルーシブ
教育）

2-1-3の１文目で、誰一人取り残
さない学びの保障を目指した取り組
みの方向性を示しております。本計
画では具体的な取り組み内容までは
記載しておりませんが、特別な支援
を必要とする子どもや不登校等によ
り支援が求められる子どもなど、誰
もが安心して学び続けられる環境づ
くりに取り組んでいきます。

いただいたご意見の趣旨について
は、本計画に基づく取り組みの中で
引き続き大切にしてまいります。

無

20
Ⅴ 分野別計画
分野2 教育
施策1 学校教育

63

「2-1-3」の4つめの項について
「小中学校で防災ノートを用いて
…」の内容は「安全で安心な教育環
境づくり」という取組の方向性とし
ては少し違和感を覚えます。防災対
策について記載することで「安全で
安心な…」とすることは賛成です
が、この文章内容のままであれば
「2-1-1」へ移行した方が良いと思
います。

安全で安心な教育環境づくりの取
組の一つとし、学校安全に関する取
組の充実を目指しております。防災
に関して子どもたちへの意識付けを
図り、安全で安心な教育環境づくり
に繋げるという意図の表現となりま
すので、原案を維持させていただき
ます。

無

9



No 課題・分野 頁 意見内容 市の考え方
修正の
有無
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Ⅴ 分野別計画
分野2 教育
施策2 社会教育

64

69

「市立図書館」（13行目）、「公共
図書館」（20行目、下から5行目）
について
「公共図書館」と「市立図書館」が
同義であればいずれかに統一しては
いかがでしょうか。69ページの（指
標の算出方法）には「公共…」が
「伊勢市子ども読書活動推進計画」
では「市立…」が使われています
ね。

P64 20行目については、公共図
書館としての課題について記載して
いるため、「公共図書館」の表記と
させていただきます。

P64下から5行目及びP69指標の算
出方法における記載については、市
立図書館の取り組みを指すため、
「市立図書館」に修正します。

有

22
Ⅴ 分野別計画
分野2 教育
施策3 スポーツ

65

スポカルウォーク
年間5回の開催で毎回100人余の参加
があり、全ての回に参加される方も
全体の65％となってきましたが参加
者の年令層は60才～70才と高令者が
多く、今後の課題としては若い方や
家族での参加が増える手段を考慮
し、スポカルウォークに参加するこ
とでいろいろの体験、体感の出来る
よう充実を図り又コースの地域の方
達の協力で活動の広がりを行ってい
く必要があると考えています。

ご指摘のとおり、幅広い年代の市
民に参加していただき、運動をする
機会の提供と地域の文化に触れてい
ただくことが重要であると考えてい
ます。

広報にあたっては、従来の広報い
せ及び伊勢市ホームページに加え、
公式ＳＮＳでの配信を活用し、幅広
い年代の参加者の獲得に努めます。

地域の方とのつながりについて
は、地域の文化に関する情報や当日
の解説に協力を求める等、地域の
方々と協力した企画運営を行い、イ
ベントの充実を図ります。

無

23

Ⅴ 分野別計画
分野3 環境
分野5 防災・防犯・
消防
分野7 都市基盤

71～

分野別計画（概要版）について
分野３・５・７（地域保守に関連）
【保守要項】
・自然景観の保持とエネルギー・イ
ンフラ整備
・自然環境に行き来する興味関心
（家庭菜園の浸透）
・森林の朽木の回収と活用
・エネルギー事業者（太陽光と蓄電
池）の促進・斡旋
・災害時、LPガスの電気変換機の導
入、太陽光発電の一時開放
・精神的・身体的な健康改善の概念
と支援の機会（東洋思想の根本療
法）
・経済と地域の循環構造の詳細をわ
かりやすく体型化
・自己投資（時間とお金）のサポー
ト
・個人が個人の経営者目線となる機
会の創出

本計画は、施策の基本的な方針等
を示すものであるため、いただいた
具体的な事業手法や内容等に関する
記載の追加等は行いませんが、今後
の個別計画の策定や具体的な事業展
開における参考とさせていただきま
す。

無

10



No 課題・分野 頁 意見内容 市の考え方
修正の
有無
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Ⅴ 分野別計画
分野3 環境
施策1 循環型社会

72

73

他市町村で昨年していた家庭向けの
エコ家電の助成金をしてほしい。

本市では、分野別計画において
も、「家庭におけるエコ住宅・エコ
カー・エコ家電の導入等のライフス
タイル転換」を推進することとして
おり、現在、広報紙・イベント・街
頭啓発等を通じた情報発信に努めて
います。

ご提案の助成制度は普及促進に向
けた有効な施策となる一方、多額の
財政負担を伴うため、現時点では制
度創設は困難であると認識していま
す。ご理解いただきますようお願い
いたします。

無

25
Ⅴ 分野別計画
分野3 環境
施策1 循環型社会

72

73

環境 循環型社会（脱炭素）プラス
チックに係る資源循環の促進
回収方法にてプラは現在オレンジの
網袋で委託回収しているが、特に令
和6年からの変更後網袋の損傷が酷
く（パッカー車で押しつぶす）網の
修理時間、枚数が多く洗浄、セット
作業、費用（人件費）等、果たして
最適な回収方法か？他の自治体（他
県）との回収方法の違い？費用対効
果？網の回収方法以外に方法が無い
のか疑問である。

プラスチック類の回収につきまし
ては、現在、資源ステーション等に
おいて網袋を使用し、委託により回
収を実施しております。

一方で、他の自治体におきまして
は、指定袋や透明・半透明の袋を用
いて回収を行っている事例もあり、
回収方法については自治体ごとに
様々な方式が採用されております。
ご意見にございますように、網袋方
式の場合、袋の購入のほか、洗浄や
損傷した際の補修などの作業が必要
となりますことから、維持管理に一
定の手間や経費が生じる面もござい
ます。

頂戴しましたご意見も参考にしな
がら、回収作業の効率性や経費等の
観点も踏まえ、今後の回収方法につ
いて検討してまいりたいと考えてお
ります。

無
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Ⅴ 分野別計画
分野4 医療・健康・
福祉
施策2 地域福祉

85

「SOSを出せない人を把握し～」に
ついて
どのような方法で把握していくの
か？具体案を教えていただきたい。

地域の支援関係者・機関などへの
アンケート調査等に基づき、支援を
必要としながらも支援につながって
いない人の把握に努めてまいりま
す。

無

27

Ⅴ 分野別計画
分野4 医療・健康・
福祉
施策2 地域福祉

86

誰かとつながる場つくりについて
気軽に立ち寄れる居場所の推進は必
要であると思います。

ご意見のとおり、気軽に立ち寄れ
る居場所は、地域のつながりを育
み、孤独・孤立の予防や困りごとを
抱えた方が早期に支援につながる
きっかけとなる重要な取り組みであ
ると認識しています。

今後も、関係機関・地域団体等と
連携しながら取り組みの推進に努め
てまいります。

無

11



No 課題・分野 頁 意見内容 市の考え方
修正の
有無
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Ⅴ 分野別計画
分野4 医療・健康・
福祉
施策3 障がい福祉

87

88

障がい者本人の高齢化又その保護者
の高齢化が進むなか親なき後の問題
等待ったなしの現状であります。
国も地域生活移行、グループホーム
の確保に向けて方向が推進されてい
ます。
当市において特に肢体不自由者のグ
ループホーム等の施設が無い為に市
外に行かざるをえません。
ぜひ、あらゆる角度から検討をして
いただき整備推進に取り組んでくだ
さい。

無

29

Ⅴ 分野別計画
分野4 医療・健康・
福祉
施策3 障がい福祉

87

88

障がいのある人が住み慣れた地域で
安心して住み続けられるよう、グ
ループホームの確保を是非お願いし
たい。
特に重度身体障がい者は、家で親が
見ていることが多く、親が高齢に
なったり、介護してもらう方がいな
くなったら、施設もグループホーム
もなく、市外の施設に入所になる。
本人の意思とは関係なく、玉城町や
松阪市や四日市へ、転居や入所され
ている。
伊勢で生まれ、障害がありながら
も、伊勢市で地域の方の理解や支援
のもと、生活していても、最終的に
伊勢市で住み続ける事が困難な状況
になっている。
この状態をなんとかして欲しい。資
金や人材不足で、なかなか進まない
状況を伊勢市として、具体的な施策
を盛り込んでもらいたい。
地域で、安心して生活していく権利
を、重度障がい者にもお願いしま
す。

無

　国の方針に基づき入所施設からの
地域移行を進める一方で、「Ⅴ分野
別計画」の分野４「医療・健康・福
祉」施策３「障がい福祉」に記載の
とおり、親なき後も住み慣れた地域
で暮らし続けられる環境整備が求め
られています。特に重度障がいのあ
る人が利用できるグループホームの
不足は全国的な課題です。
　そのため、施設整備費の予算確保
や、適正な人員配置を可能にする報
酬及び加算の充実を全国市長会を通
じて国へ要望しています。
　これまで、市としても、市が所有
する高齢者施設を障がい者施設へ転
換し、グループホームや重度肢体不
自由の人向けの生活介護や短期入所
施設を整備してきました。
　現在は、整備費への市独自の上乗
せ補助や、県と協働した緊急整備事
業により事業者負担の軽減を図るほ
か、民間事業者への働きかけや人材
確保・育成支援にも取り組んでいま
す。
　今後も、国に対し、適切な報酬設
定や人材確保の取組を一層推進する
よう要望するとともに、障がいのあ
る人や事業者の皆様に参画いただい
ている伊勢市障害者施策推進協議会
等を通じて多角的な支援策を検討
し、整備を推進してまいります。

12



No 課題・分野 頁 意見内容 市の考え方
修正の
有無

30

Ⅴ 分野別計画
分野4 医療・健康・
福祉
施策3 障がい福祉

87

88

重度障がい者の親なき後の受け入れ
先不足の解決として、具体的な目標
数値を出して欲しい、受け入れ時に
は、補助金が何円で、加算をどのく
らい等の明確さが必要だと思いま
す。 事業所は人とお金の両方が不
足しているとの事、もう８０５０問
題を越えている家庭もあります、悲
しい事がこれから伊勢市で起こらな
い様に助けてください。

伊勢市第７期障がい福祉計画等で
は、国の基本指針に基づくグループ
ホーム利用者数の見込みを指標とし
て設定するとともに、重度障がいの
ある人の利用者数についても市独自
に設定しており、次期計画策定にお
いても継続してまいります。

重度障がいのある人が利用できる
グループホームの整備を推進するた
め、国・県の補助金や市独自の支援
制度の情報共有を図りつつ、民間事
業者の皆様へ積極的な整備促進を働
きかけているところでございます。

重度障がいのある人が利用できる
グループホームの不足は全国的な課
題であるため、今後も、国に対し、
適切な報酬単価の設定や介護人材の
確保・育成・定着に向けた取組を一
層推進するよう要望してまいりま
す。また、伊勢市障害者施策推進協
議会等において、ご指摘の人材不足
や費用負担の両面から支援のあり方
を検討し、整備の促進に努めてまい
ります。

無

31

Ⅴ 分野別計画
分野5 防災・防犯・
消防
施策1 防災・減災

101

（5-1-1について）
防災講習や防災イベントはとてもい
い機会だと思います。ただ、それっ
て元々防災に関心があって、且つイ
ベントに参加できる予定や意欲があ
る人だけになってしまうのではない
のでしょうか。
仮に学校で開催していても、学校に
行っていない親やが年配の方々、移
住してきた人たちは自主的に防災の
情報を把握できるのかなと思ってし
まいました…。
経費などの関係で難しいかもしれま
せんが、TVCMや大型施設で防災につ
いて具体的な動き方や避難経路を災
害の内容によって月ごと流すなど、
ご家庭にテレビがあれば目に入りま
すし、テレビ離れしている世代や観
光で伊勢に来た人も大型施設の利用
はあると思うので、もしものときの
動きが自然と想像しやすくなりそう
かなと思いました。
私は移住してきた者なので、土地勘
も分からずで、特に津波が来たらど
うしようと思うことがあり書かせて
いただきました。

本市は、安心して暮らせるまちづ
くりを目指し、市民の皆様の防災意
識を高め、災害に備えた地域づくり
を推進しています。テレビＣＭ等に
よる周知は、費用が高額となること
から難しいところですが、限られた
予算の中でＳＮＳや広報紙など多様
な手段を活用し、具体的で効果的な
情報発信に努めてまいります。

無

32

Ⅴ 分野別計画
分野5 防災・防犯・
消防
施策1 防災・減災

101

（5-1-2について）
防災マップの作成、確認を一緒に誰
かとしていただける機会はとても頼
りになります！もし今までもされて
いたら存じ上げず申し訳ないのです
が、そのようなイベントの開催など
の宣伝を強化していただきたいで
す！！え！知らなかった！で月日が
経つことがよくあります。

自治会による地域防災マップの作
成支援については、毎年自治会にご
案内し、取り組みを促進していま
す。地域の防災力向上や住民同士の
つながりを広げるため、引き続き活
動を強化し、支援を行ってまいりま
す。

無
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No 課題・分野 頁 意見内容 市の考え方
修正の
有無

33

Ⅴ 分野別計画
分野5 防災・防犯・
消防
施策1 防災・減災

101

（5-1-3について）
避難所環境の整備、設備をとても進
めていただきたいです！特にプライ
バシーの確保と水回りです。
プライバシーの確保に関しては、段
ボールの仕切りなどではなく、個室
テントの用意が安心できます。仕事
柄、伊勢の方々とお話しする機会が
多く、心温かい方ばかりだなと毎日
感じます。ただ、災害時、避難時は
本当にいろんな方々がいると思いま
す。海外の方も増えていると思いま
す。プライバシーの確保が手薄なこ
とから発生する性被害が本当に怖い
です。ただでさえ災害が起きて心身
共に休められない上に、性被害の危
険性があるのが怖くてたまりませ
ん。
避難するほどの災害が起こらないの
が一番ですが、そんな災害が起きた
ときに少しでも安心して避難できる
環境があったらいいなと、心から思
います。
ご検討お願いいたします。

避難所でのプライバシー保護のた
め、室内用テントやパーティション
の備蓄を進めています。また、災害
用マンホールトイレに関しては、男
女の間隔に配慮した設置を行ってい
ます。今後も、警察と連携し、避難
所の安全性向上に取り組み、犯罪防
止を含めた安心できる避難所づくり
に努めてまいります。

無

34

Ⅴ 分野別計画
分野6 産業・経済
施策3 観光

Ⅴ 分野別計画
分野7 都市基盤
施策3 交通

117

132

外宮周辺の道路及び駐車場について
です。
通常の連休でも駐車場に向かうあち
こちの道が大渋滞で、市民しか通ら
ないような中の道路も渋滞になった
り、家にたどり着くのにかなり時間
を要し生活に支障をきたしてます。
観光客の立場で考えてもあの大渋滞
は困惑してると感じます。特に外宮
前交番近くの道が何方向からも出入
り出来る状態で、これも渋滞の要因
かと思っており、いつ事故がおきて
もおかしくないです。北御門の信号
付近も交差点真ん中で停まっていた
り、横暴な運転される方も見え、市
民として子供や高齢者含め歩行する
のさえ安全に不安を感じます。駐車
場付近に警備の方も見えますが不十
分です。警察の協力も視野に入れつ
つ、パーク＆ドライブだけでなく駐
車場の増設が必要と思います。これ
では外宮周辺で観光客の方がゆっく
り時間を作ることが出来ず離れてし
まいます。早急に対策お願いしま
す。

外宮周辺におきましては、正月や
ゴールデンウィーク時には、臨時駐
車場の開設や交通規制等を実施して
いるところです。

今後、関係機関と協議しながら更
なる交通環境の改善に努めてまいり
ます。

無

35 全体

155ページ脚注の「2市民」ほか、体
裁について
改行のまちがいは正してください。
ほかの文章で「両端揃え」にすると
良いと思われるところがあります。
（P54,P64,P65など）

印刷刊行時に調整いたします。

無
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